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１. 緒言 

 スケルトン 1)は氷で作られたコースを鉄製のそり

にうつぶせで乗り，頭から滑ってタイムを競う競技で

ある．著者らは，これまでにカウルを変更した際に生

じるスケルトンそりの操作特性について報告してき

た 2)．選手はそりの操作を両肩とひざで行う．そのた

め，微妙な感覚を的確に氷に伝えられるそりが必要と

される．しかしながら，そりのサドルに関する研究は

十分に行われていない 3)． 

そこで本研究では，2018 年のピョンチャンオリン

ピック等に向けて, スケルトンの滑走タイム（ファイ

ナルタイム）を短縮することを目的として，SK3 製の

スケルトンサドルの製作を行い，操作特性の評価を試

みた． 

２. 実験方法 

表 1 にサドルの組み合わせを示す．また， 図 1 に，

サドルの形状を示す．図 1(a)がセンタースリットで，

図 1(b)がオフセットスリットで，オフセットスリット

のサドルはセンタースリットと比べ，進行方向のスリ

ットが相対的に長いため，進行方向のしなりが大きく

なることで操作性が期待できる（図 1(b)）．なお，ス

リット加工はレーザ切断にて行った． 

サドルの供試材は，すべて SK3 を用いた．理由と

しては非常に硬さが高いという点があげられる． 

サドルは 6種類である．サドルの板厚を 3mm，5mm，  
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7mm の 3 段階とした．また，サドルに入っているス

リットの位置をセンターのものとオフセットされて

いるものを比較することにした．さらに，一部のサド

ルは焼入れ処理を行うことで，硬さが向上することに

よる操作性への影響を調査した． 

5mm センターの焼入れを行わないサドルを基準と

して考えることとする．滑走を行う上でよい傾向と思

われるものを○，そうでないものを×，どちらかわか

らないものを△と予想している．それらのサドルの変

形量の変化の予想を示している． 

滑走テストによる評価は長野市ボブスレー・リュー

ジュパーク（以下スパイラル）で行った．図 2 にスパ

イラルのコースを示す．ここで，C1～C15 はカーブ番

号を示す．また，ST はスタートタイム，MT は中間タ

イムおよび FT はファイナルタイムの位置を示す． 

 

 

 

 

(a) (b) 

図１ サドルの形状（(a)センタースリット，(b)

オフセットスリット） 

表１ サドルの組み合わせ 
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図 3 にソリのフレームを示す．左側がそりの進行方

向となる．本実験では垂直方向加速度 az，水平方向加

速度 ax，進行方向加速度 ayについて測定を行った． 

図 4 に加速度測定装置を示す．加速度は滑走時，コ

ンパクトレコーダおよび 3 軸加速度センサを滑走者

が背負った状態で測定した．データの比較は，3 軸加

速度センサで取得できたデータを容易に可視化でき

るようにローパスフィルター処理して，グラフにデー

タを表示することで比較した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 実験結果および考察 

図 5 に垂直方向加速度 aｚと時間 T の関係を示す

（板厚5mm生材センターと3mm生材センターのサド

ル）．また，図 6 に垂直方向加速度 aｚと時間 T の関

係を示す（5mm 生材センターのサドルと 5mm 生材オ

フセットのサドル）．図 7 に垂直方向加速度 az と時

間 T の関係を示す（5mm 生材センターのサドルと

5mm 焼入れ材センター）．ここで，C7 コーナー付近

での滑走データの比較をそれぞれ行った． 

surface 

ax 

az 

図３ そりのフレーム 

ay 

 図２ スパイラルのコース 

 図４ 加速度測定装置 
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加速度センサ 

図５ C7 コーナでの垂直方向加速度 aｚと時間 T の関係

（板厚 5mm 生材センターと 3mm 生材センターのサドル）

（ローパスフィルター） 

図５ C7 コーナでの垂直方向加速度 aｚと時間 T の関係

（板厚 5mm 生材センターと 3mm 生材センターのサドル）

（ローパスフィルター） 

図６ C7 コーナでの垂直方向加速度 aｚと時間 T の関係

（（5mm 生材センターのサドルと 5mm 生材オフセットのサド

ル）（ローパスフィルター） 

図７ C7 コーナでの垂直方向加速度 aｚと時間 T の関係

（5mm 生材センターのサドルと 5mm 焼入れ材センター）

（ローパスフィルター） 
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図 5 では板厚が及ぼす操作特性の変化による垂直

方向加速度 aｚの違い，図 6 ではスリットの位置が及

ぼす操作特性の変化による加速度 aｚの違い，図 7 で

は焼入れが及ぼす操作特性の変化による加速度 aｚの

違いを比較している．図 5 では 1.5s から 3s の所にお

いて，3mm のサドルでは 5mm のサドルに比べ，上下

幅が小さいことがわかる．また，全体的に 5mm のサ

ドルより加速度 aｚが大きく出力されている．図 5 か

ら，3mm のサドルの方がバンクでの追従性に優れる

ことがわかる．図 6 および図 7 では，加速度 azは同

じような傾向を示していて，差異は認められなかった．

なお，スリットの位置の違いは水平方向加速度 ax に

違いが見られた 3)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 結言 

スケルトンそりのサドル製作および操作特性を調

査した主な結果は以下の通りである． 

(1)サドルの厚みは操作特性に影響を与える事がわか

る．3mm のサドルではバンクの追従性がいいこと

がわかった． 

(2)スリットの位置の違いは水平方向の操作性につい

て影響を及ぼすことがわかった． 

(3)焼き入れの有無は操作特性に大きな影響を与えな

かった． 
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